
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「美術２」 （光村図書出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・授業では、１年に引き続き、「絵画（デッサン）」、「デザイン（色彩構成）」、「映像メディア表

現」など美術の幅広い分野について実践的に学びます。 

・過去の作家や現代の作家の作品を鑑賞し、多様な美術的価値についてより深く感じられるようにな

ることを目指します。 

・１年生で培った基礎を生かし、少し発展的な内容に挑戦します。靴のデッサンでは、より深い観察

力を身に着け、鉛筆での表現の幅を広げます。デザイン分野においては、生活や社会の中での美術

の役割・はたらきに目を向け、よりよいものを目指して創意工夫します。 

・自分で発想し、構想を練り、創意工夫を凝らしながら主体的に制作に取り組むことが必要な科

目です。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社

会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を

創意工夫し，個性豊かで創造的に表すことができるようにする。 

（2）造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を

生成し個性豊かに発想し構想を練ったり，自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や

感じ方を深めたりすることができるようにする。 

（3）主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも

に，感性と美意識を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。  

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創造的な美術の表現をする

ために必要な技能を身に付

け、意図に応じて、表現方法

を工夫している。 

感性や想像力を働かせて、感じ

取ったことや考えたこと、目的

や機能、美しさなどから主題を

生成し、創造的な表現の構想を

練っている。 

美術の創造活動の喜びを味わ

い、多様な表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体的に表現や

鑑賞の創造活動に取り組もう

とする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

靴
の
デ
ッ
サ
ン 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・オリエンテーション 

美術Ⅰから発展した美術Ⅱの

内容を知る。 

・デッサン 

 自分の靴をデッサンする。 

 観察力・集中力・描写力を 

 養う。 

･相互鑑賞 

a: デッサンの目的と基礎的なデ

ッサンの技術を理解し、鉛筆の

特性を活かして表現している。 

b: 対象を見つめて、形体の特徴

をつかみ、構成などを工夫して

いる。 

c: 鉛筆の多様な表現に関心を持

ち、描写しようとしている。 

 

制作の

様子 

制作の

様子 

完成作

品 

鑑賞活

動の様

子や制

作の様

子 

ポ
ス
タ
ー
を
考
え
る 

【デザイン】【鑑賞】 

・フェルメールの展覧会の 

ポスターを考える。 

・色彩分割 

ケント紙にフェルメールの「真

珠の耳飾りの少女」を色彩分

割する。 

・色のテーマを決めて、統一

感を出す。 

・コピーを考え、レイアウトやレ

タリングを工夫してポスターに

仕上げる。 

･相互鑑賞 

 

a: アクリル絵の具の特性を生か

し、表現方法を工夫して、条件

や計画を基に表現している。 

 

b: 条件や美しさから、形や色彩

などの働きを考えて表現の構

想を練っている。 

 

c: 色と形で美しい構成を表現す

ることに関心を持ち、形や色

彩などの働きを考えながら構

想を練ったり、表現したりし

ようとしている。 

 

作品 制 作 途

中 の 作

品、制作

の様子 

制作の様

子 

２
学
期 

版
画
の
世
界 

【版画】 

・簡単な形で試作する。 

・好きなモチーフを選び、アイ

デアスケッチをする。 

･アイデアスケッチを元に、画

用紙や段ボールといった素材

で班を作り、黒インクで刷る 

・校内展示 

a: 紙や版画用インクなどの用具

の特性を生かし、表現方法を工

夫して表現している。 

 

b: 表現形式の特性を生かし、色

や形体などを工夫して表現の

構想を練っている。 

 

c: 版画で表現することに関心を

持ち、表現や鑑賞の活動に主

体的に取り組もうとしてい

る。 

 

作品 制 作 途

中 の 作

品 

制作の様

子 



 

※令和４年度以降入学生用 

日
本
ア
ニ
メ
に
触
れ
よ
う 

【鑑賞】 

・日本のアニメーション作品か

ら、班で１作品選び、表現の

特徴や工夫について話し合

い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・日本アニメに影響を受け 

ているであろう海外作品に 

ついても調べる。 

・班ごとに発表する。 

a: 日本の伝統的なアニメーショ

ンの表現の特質や様式、主題や表

現方法、日本及び諸外国の美術文

化について理解を深めている。 

b:アニメーションの美術的価値

や現代社会との関わりについて

考えている。 

c: 日本の伝統的なアニメーショ

ンの表現に関心を持ち、自国の美

術文化について理解しようとし

ている。 

 

 

鑑賞活動

の様子や

発言内容 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 

３
学
期 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
作
ろ
う 

【映像メディア表現】 

【鑑賞】 

・表現したい曲を選び、テー

マごとにグループになり、

絵コンテを作成する。 

・班で協力してカメラで撮影を

する。 

・コンピューターで編集を行

う。 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

a: カメラやコンピューター、プ

ロジェクターなどの様々な用具

の特性を理解し、効果的な表現方

法や編集を工夫して表現してい

る。 

b: 映像メディアの特性を踏ま

え、目的を基に主題を生成し、

視点や動きなど視覚的要素を

工夫して表現の構想を練って

いる。 

c: 目的を基に写真やコンピュー

ターなど映像メディアの特性を

生かして表現することに関心を

もち、表現や鑑賞の活動に主体的

に取り組もうとしている。 

 

制作途中

の作品 

制 作 の

様子、ワ

ークシー

ト、絵コン

テ 

制作の様

子 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


